
　「しんぶん赤旗」は、震災から3ヵ月の6月に200人、半年の9

月と1年目の2012年3月に300人の被災者に直接取材して生

活実態調査を行いました。この系統的な実態調査は被災地の記

録をまとめている団体からも注目されています。

　「しんぶん赤旗」は、「国が全面支援しないと地方は再生しな

い」（岩手県宮古市の自営業男性）、「民主も自民も公明も消費税

増税の大合唱だが、寝言をいうなといいたい。その前に米軍へ

の思いやり予算や政党助成金こそ削るべきだ」（名取市の男性）

など、被災者置き去りの談合政治への怒

り、被災地の実態をつたえ、復興めざすと

りくみをともにすすめていきます。

救援・復興と原発ゼロめざして
赤旗 被災者に心寄せ、情報を発信、一貫して「安全神話」を追求、
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世論と政治を動かしています

2012年7月2日付

震災後の
家計・収入は
どうですか

(%)

変わらない その他少し苦しくなった かなり苦しくなった

25 429 422011年3月

32 227 392011年9月

30 133 362012年3月

生活、産業再建に
国の全面支援が
必要だと思いますか

(%)

そう思う そうは思わない わからない

91 3 62011年3月

90.1 2.1 7.82011年9月

91.2 2.8 62012年3月

2012年4月16日付

2012年7月3日付

家計悪化改善せず、9割が国の全面支援求める300人の被災者

実態調査に注目！

被災地で系統的にアンケート


